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安心して住み続けられるまちをつくりたい！ 
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私の家には２０年一緒に暮らし

ているネコがいます。名はブッ

コ、猫の年にしたら１００歳近い

のではと思います。若い時はネズ

ミとりが上手で時にはキジもとっ

てきたことがあります。 

夏前頃から食欲が無くなり、夏

を越せるか心配しましたが、涼し

くなったこともあり、何とかもっ

たようですが、日中は箱の中、夜

は私の布団の中と一日中寝ていま

す。 

私も夫を亡くして１０年近くに

なりますが、ブッコには私の精神

安定剤として随分助けられまし

た。私も鳴き方でブッコばあさん

が何を言いたいのかほぼ理解でき

ます。 

猫を通していずれ我が身、側に

寄り添う者がいるということは、

とても心強いことだと思います。

“やすらぎの郷”の皆様をとても

頼りにしている方々が大勢いると

思います。ご自分達のお身体を大

切にし、その方々に寄り添い安心

させて下さい。    

＜生活支援ボランティア 

朝倉 千津＞ 

ただいています。腰を守るために

サロンエプロンのひもをギッチリ

巻くと長時間でも大丈夫ですが、

最近は年齢のせいか夏場はとくに

疲れます。半日がせいぜいです。 

 仕事は「手速く、ていねいに」

がモットーです。草は上をむしる

だけではなく、土をひっくり返し

て根っこからとるようにしていま

す。そうするとすぐには生えてこ

ないからです。 

 色々な場所で作業をしています

が時間がかりそうな時は、トイレ

と休憩時間の確保を前もってお願

いできればと思っています。 

 終わって「又、頼むぞぃ」と言

われるとうれしいもので、まだま 

だ頑張ろう！という気持ちになり

ます。 

＜生活支援ボランティア 

伊藤 桂子＞ 

みんなの広場 
 

草むしりは根っこから 

 

 

 

 

 

猫の介護を通して思うこと 

 

 
 

 朝倉健さんから

頼まれたのがきっ

かけで、もう３

年 ”草取り”を

専門にやらせてい 

 

本人直筆 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祉協議会時代からのベテランであ

り、法人運営の中心的存在でし 

た。その後任としては力不足です

が、今後朝倉さんに近づけるよう

頑張って参りたいと思います。 

 ケアマネジャーやヘルパーさん

の会話に出てくる専門用語等がわ

からないので、基礎知識を得るべ

く、現在、介護職員初任者研修を

受け始めました。９月から３カ月

間、合計 130 時間の研修です。少

しでも現場で活動する職員のスム

ーズなバックアップができればと

思います。 

 現在の介護は、「利用者中心介

護」が大事であると言われます

が、現場では様々な環境下であ

り、難しいことなのだと考えさせ

られます。個人的には、自身の母

親の介護を通じて研修・実践する

日々です。これらを通じて、地域

の皆様のためにも少しでもお役に

立てるように励んでまいりたいと

思いますので、どうぞ宜しくお願

いします。 

ごあいさつ 
                事務局長  齋藤 憲芳 

平成２９年６月９日の総会にて

理事として承認いただいてから半

年、８月１日の事務局長就任から

４ヶ月が経とうとしています。多

くの皆様には、遅ればせながら、

本会報をもってご挨拶させていた

だきます。 

私は、昨年６月末日に３７年勤

務した監査法人を６２歳で定年退

職しました。退職後は、これまで

お世話になった地域への恩返し

と、実家の農業の手伝いをしなが

ら過ごそうと考えていました。町

内会長、交通安全協会や水利組合

の役員等、可能な限りの活動を目

指していました。そんな中、今年

の５月上旬に事務局長の朝倉健さ

んが急逝されました。そしてＮＰ

Ｏの事務局長の後任としての依頼

がありました。これまでに、様々

な場面でお世話になった方々から

の要請もあり、少しでもお役に立

てればとの思いからお引き受けし

ました。 

 朝倉健さんの後任ということ

ですが、朝倉さんは飯野町社会福 

  



 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一口一言 

１１月、収穫祭、文化祭の時節！ 

人々と諸作品の賑わい、秋の実り

のふるまいで・・・まちにホットな気

分が広がる。里山の彩りも楽しみ

ながら、当ＮＰＯもともに元気な冬

を迎えたい      （Ｓ） 

定年退職（６０歳）の年齢を過ぎ

て思うことがあり、筆をとりまし

た。若い頃できたことができなくな

ってしまった事、時折、名前が思い

出せないことがあった事など、度重

なる年齢を考えてしまいます。 

私たちが過ごしてきた社会は、核

家族化を生み、個人主義を良しとし

た、社会現象を作りました。 

このような社会において、高齢者と

なる事の不安を感じます。互いに相

手の事を考え言葉を掛け合う事の大

切さ、困った時の手の差しのべ方な

ど、その場、その時の対応の必要性 

ＮＰＯ やすらぎの郷いいの 
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を考える事が多くなりました。  

政治・制度的にも、高齢者が、地

域社会において独立して生活してい

く困難さを感じます。こんな社会に

おいて地域社会としての、各人への

「言葉掛け」「みまもり」『手の差

しのべ方』の必要性と共に、相手に

対し感謝する心が大切だと改めて考

えています。 

 

“人として、出来ることを、 

出来る範囲で  少しずつ！” 

 

高齢者社会に思うこと 

 

 

生活支援ボランティア・ 

ホームヘルパー募集！ 
 

 


